
                      

 

 

新「電力貯蔵装置」導入により停電時の非常走行が可能に！ 
 

多摩都市モノレール株式会社では、平成２８年６月に、日野変電所に新たな「電力貯蔵装

置」（非常走行用及び回生吸収用リチウムイオン電池）を導入しました。このたび、本装置に

よる非常走行試験を実施し、停電時に駅間停止した全車両が最寄駅まで自力で走行できるこ

とを確認しました。これにより、停電時にお客様の安全かつ迅速な退避が可能となります。

本装置の導入により、非常用電源を確保し、電力供給が停止した場合における更なる安全・

安心を推進するとともに、平時においてはこれまで行っていた回生電力の有効活用を一層推

し進め、省エネのより一層の向上を実現してまいります。 

 

 

 
回生吸収用リチウムイオン電池「LIM25H-8」   非常走行用リチウムイオン電池「LIM50EN-12」 
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